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《
紹
介
》

田
坂
憲
二

田
坂
順
子

編
著

『藤
原
義
孝
集

本
文

・
索
引
と
研
究
』

福

井

迫

子

本
書

は

「あ
と
が
き
」

に
記
さ
れ
る
よ
う

に
大
学
院
時
代

の
演
習

で

『
藤
原

義
孝
集
』
を
学
び
感
銘
を
受
け
た
著
者

が
、
そ
の
後

そ
れ

ぞ
れ

の
職
場

で
細
川

文
庫
本

・
花
安
本
を
底
本

に
同
集

の
演
習

を
担
当
し
、
読

み
を
重
ね
る
う
ち

に

互

い
に
切
実

に
感
じ
た
種
々

の
問
題
点

に

つ
い
て
、
丹
念

に
諸
説

の
再
検
討

・

研
究
を
重
ね
た
結
果

に
立

っ
て
、
役
割
を

分
担

(校
本
・
索
引
篇
を
順
子
氏
・
研
究
資
料

篇
を
憲
二
氏
。
研
究
論
文

(
一
)
("
一)
(}..)
は
昭
和
60
年
9
月
～
61
年
9
月
に
発
表
)
し
、
ま
と
め

ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。
基
本
的
な
、
文
献
学
ト
必
要
欠
く

べ
か
ら
ざ
る

一
書

で

あ
る

こ
と
は
言

う
ま

で
も
な
い
。
同
集

に

つ
い
て
は
62
年
4
月

、
高
橋
正
治
氏

の

『校
本
藤

原
義
孝
集
目
録
』
(新
典
社
)
が
刊
行
さ
れ

て
お
り
、
著
者

も
述

べ

る
如
く
両
者

の
見
解

に
は
か
な
り
隔
り
が
あ
る
。
両
論

を
検
討

し

つ
つ

『義
孝

集
』

研
究

は
今
後

一
そ
う
前
進
す
る

こ
と

で
あ
ろ
う
。
構
成

は
、
本
文
篇

・
索

引
篇

・
研
究
篇

・
資
料
篇
よ
り
成

っ
て
い
る
。
以
下
順

を
追

っ
て
簡
単
な
が
ら

内
容
を
紹
介
し
よ
う
。

本
文
篇

一
類
本
系
統
校
本
-
九
大
附

属
図
書
館
蔵
伝
覚
源
筆
細
川
文
庫
本

を
底
本
と
し
、
榊
原
本

・
清
泉
女

子
大
本

・
群
書
類
従
本

・
京
大
本

で
対
校

。

.
一類
本
系
統
校

本
-

書
陵
部
蔵
正
安

元
年
奥
書
転
写
本
を
底
本
と
し
、
書
陵
部

甲

・
乙

・
丙
本

・
手

鑑

『世

々
の
友
』
所
収

「
義
孝
集
切
」

で
対
校
。

索
引
篇

細

川
文
庫
本
を
底
本
と
し
、
底
本
傍
記
部
分

の
語
彙

・
正
安
本
特

有

語
彙

を
も
加

え
て
の

「歌
語
索
引
」
「
詞
書
索
引
」
及
び

「和
歌

五
句
索
引
」
。

見
出
し
語

の
表
記

は
歴

史
的
仮
名

遣

い
に
統

一
、
意
味
識

別

の
便

を
は
か

り

(

)
内

に
漢
字
を
宛
る
な
ど
細
部

に
わ
た
り
利

用
者

へ
の
配
慮
が
あ

る
。

研
究
篇

『
義
孝
集
』
本
文
考

(
一
)
ー
細

川
文
庫
本
系
諸
本

の
再
検
討
ー
従

来

の
研
究
を
鳥
畷
、
群
書
類
従
本
井

に
彰
考
館
本

に

つ
い
て
再
検
討
し
従
来

の

見
方
を
是
正
、
筑
波
大
本
も
彰
考
館

本
と
同
様
群
書
類
従
本

よ
り
の
派
生
と

み

る
。
ま

た
榊
原

・
松
平
本

の
親
子
関
係
説

を
補
強
。
結
局
、

一
類
本
系
統

は
、

一
細
川
本

・
榊
原
本

・
松
平
本
。

ω
群
書
類
従
本

・
彰
考
館
本

・
筑
波
大
本
。

口
京
都
大
学
本

(
混
態
本
)

の
三
群

に
分

け
ら
れ

る
と

の
見
解
を
示
さ
れ
る
。

『
義
孝
集
』
本
文
考

(
二
)
ー
勅
撰
集

・
私
撰
集
所
収
歌
を
中
心

に
ー

二

類
本

を
代
表

す
る
正
安
本

・
乙
本
が
他
文
献

に
ど

の
よ
う

に
引
用
さ
れ

て
い
る

か

の
検
討

に
よ
り
、

そ
の
系
統
分
化

の
萌
芽
時
点
を
探
り
、
ど

の
系
統

の
本
文

が
勅
撰
集
材
料
と

な

っ
た
か
を
検
討
、
後
拾
遺
集
以
下
中
世

で
は
正
安
本
本
文

が
広

く
流
布

し
て
い
た
ら
し

い
こ
と
を
得

る
。
し
か
し
末

尾

の
往
生
説
話
部
分

が
現
存
義
孝
集

・
後
拾
遺
集

・
大
鏡
が
共
ハ通

の
も

の
に
材

を
得

て
い
る
ら
し
い

こ
と
か
ら
、
或

は
そ
れ
が

『
本
朝
書
籍
目
録
』

に
見
え
る

『義
孝

日
記
』

の
存

在

で
は
な
か

っ
た
か
と
言
及
す
る
。

『
義
孝
集
』
本
文
考

(三
)
1

一
類
本

・
二
類
本

の
関
係
-

正
安
本

は
、

従
来

い
わ
れ

る
如
く

「
細
川
文
庫
本

を
基

に
改
変

し
た
も

の
か
」

に

つ
い
て
の

再
吟
味
。
脱
落
歌

・
歌
順

・
そ
の
他
漢
詩
摘
句

の
位
置
等
種

々
の
問
題
点
か
ら

「
細
川
本
を
基

に
意

図
的

に
改
変

さ
れ

た
本
文

で
は
あ
り

え
な

い
」

の
結
論

に

至

っ
て
い
る
。

『義
孝
集
』
本
文
考

(
四
)
i
伝
本
系
統
図

の
想
定
ー

前
三
稿

の
検

討
を

通
し

て
、

一
類
本
九
本

・
二
類
本
五
本

の
系
譜
を
図
式
化
。

一
類

本

・
二
類

本

の
最
善
本

た
る
細
川
文
庫
本

・
正
安
本
を
比
較
す
る
と
、
書
写
年
代

の
古

さ
、

和
歌
配
列
等
家
集
と
し

て
の
完
成
度
、
現
存
本
文

の
損
傷
度

等
か
ら
細

川
文
庫

本

が
優
位
と

の
結
論

に
至

っ
て
い
る
。
以
上

の
検
討

を
ふ
ま
え

て
作
成

さ
れ

た

も

の
が
本
文
篇

で
あ
る
。

資
料
篇

『
義
孝
集
』
所
収
歌

・
漢
詩

の
他
文
献

へ
の
採
取

一
覧
を
示
す
。

細
大
も
ら
さ
ぬ
周
密

丹
念

な
調
査

と
従
来

の
学
説
再
検
討
か
ら
導
き
出
さ
れ

た
優
れ
た
成
果

で
あ
る
こ
と
を
重

ね
て
記
し

て
お
き
た

い
。

(
昭
和
六
十

二
年
十

二
月
、
和
泉
書
院

)
、
A
5
判
、
四
八
〇

G
円
)

和

泉
書
院
索
引

叢
書

12

「
70

「


